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1 [bookmark: _Hlk216111196]レポート課題の概要
【赤字はレポート作成の際にすべて消すこと】
実験全体の目的を記載する．実験指導書や配布資料からのコピペは不可．

2 課題1組み合わせ回路
2.1 課題1の概要
課題1について，何を作ったか（仕様），どのように作ったか（理論や実装），どのように動くことを確かめたか（検証・テスト）について説明する．実験指導書からのコピペは不可．

2.2 ソースコード
課題1のVerilog-HDLのソースコードを記載すること．ソースコードの説明を文章ならびにソースリスト内のコメントで行うこと．

リスト 1　ソースリストの書き方の例
	module ON_Circuit(
    input BTN0,
    output LD0
);

assign LD0 = BTN0;

endmodule



2.3 検証結果
実験指導書に記載の検証仕様(1)と(2)の結果について，それぞれ表や写真を用いて説明すること．

表 1　動作検証表の例
	テスト
番号
	入力(10進表記)
	出力期待値
	出力
	結果

	
	A[7:0]
	B[7:0]
	10進数
	S[15:0]
	S[15:0]
	OK/NG

	1
	0
	0
	2027
	16’b0000011111101001
	
	

	2
	1
	0
	2027
	16’b0000011111101001
	
	

	3
	0
	1
	2027
	16’b0000011111101001
	
	

	4
	1
	1
	2028
	
	
	

	5
	2
	3
	2033
	
	
	

	6
	100
	100
	
	
	
	

	7
	250
	250
	
	
	
	

	8
	255
	255
	
	
	
	





図 1　Aを学籍番号(XX)，Bを100とした場合の動作

3 課題2ステートマシン
3.1 課題2の概要
課題2について，何を作ったか（仕様），どのように作ったか（理論や実装），どのように動くことを確かめたか（検証・テスト）について説明する．実験指導書からのコピペは不可．

3.2 ソースコード
課題2のVerilog-HDLのソースコードを記載すること．ソースコードの説明を文章ならびにソースリスト内のコメントで行うこと．【ソースコードはシミュレーションのためのテストベンチも必要であることに注意】

リスト 2　ソースリストの書き方の例
	module ON_Circuit(
    input BTN0,
    output LD0
);

assign LD0 = BTN0;

endmodule



リスト 3　ソースリストの書き方の例
	1. module ON_Circuit(
    input BTN0,
    output LD0
);

assign LD0 = BTN0;

endmodule




3.3 シミュレーションによる仕様検証
シミュレーション波形と動作検証表を【見やすく】載せて，検証結果について説明すること．また，波形と動作検証表が一致していることを確認すること．

表 2　動作検証表の例
	クロック時刻
	入力
	出力期待値
	出力値
	結果

	
	RESET
	START
	out[3:0]
	out[3:0]
	OK/NG

	0
	1
	0
	0
	
	

	1
	0
	
	0
	
	

	2
	
	1
	0
	
	

	3
	
	0
	2
	
	

	4
	
	
	2
	
	

	5
	
	
	0
	
	

	6
	
	
	0
	
	

	7
	
	
	2
	
	

	8
	
	
	2
	
	

	9
	
	
	5
	
	

	10
	
	
	5
	
	

	11
	
	
	9
	
	

	12
	
	
	9
	
	

	13
	
	
	9
	
	

	14
	
	
	9
	
	

	15
	
	
	0
	
	

	16
	
	
	0
	
	





図 X　図のタイトル

4 課題3モジュール設計
4.1 課題3の概要
課題3について，何を作ったか（仕様），どのように作ったか（理論や実装），どのように動くことを確かめたか（検証・テスト）について説明する．

4.2 ソースコード
課題3のslot_control_fsm, slot_machine_top, slot_machine_top_simのソースコードを記載すること．ソースコードの説明を文章ならびにソースリスト内のコメントで行うこと． 

リスト 4　ソースリストの書き方の例
	module ON_Circuit(
    input BTN0,
    output LD0
);

assign LD0 = BTN0;

endmodule



4.3 仕様検証
検証結果について説明すること．ただし，シミュレーション波形については，以下の条件を満たすこと．
・カウンタが1周以上回っている
・自身の学籍番号下3桁で停止している（つまり、BTN_STOP_Rを押した後のstateで、digit1,2,3がそれぞれ学籍番号の値になっていること）

5 考察課題
5.1 本テーマで取り組んだ内容について疑問に思った点を1つ挙げ，それを調べた結果を報告してください
疑問点: 
理解の不十分な点や，もし質問されたら答えられないことを選び，なぜそれを疑問に思ったかを具体的に示す．

調査方法と結果: 
どのように調べたか（検索キーワード、参照した資料など）と，調べた結果について記述する．参考文献を必ず1つ以上引用し，レポート末尾の参考文献セクションに載せること．

実装の具体例: 
調べた内容が，今回の演習内容とどう関連するか，あるいは実社会でどう利用されているかについて，具体例を挙げて記述する．


6 感想（任意）
本レポート課題の感想など．
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